
講演題目

(午前の部)

1.胡淑中に存在するヘム蛋白質酸化促進物質について
頁

(北大農畜〕 橋本吉雄・高橋忠嘉・安井 勉 3 

2. 犬の陰茎の微細脈管構築について

(北大獣医) 高畑倉彦・工藤規雄・古畑北雄・杉村 誠・田村達堂 3 

3. 家畜寄生ダニに対する殺虫剤の効果 (北農詰畜) 難波直樹ー 4 

4. 昭和34年養鶏経済検定成績 (道農業改良課) 早川晋八・赤岡 修 4 

5. オーヌトラロ{プ種と白色レグホーシ種の一代雑種について

1. 雄 (滝川種畜場) 渡辺寛・工藤 浩・高橋武 4 

6. 緬羊の血液型について (滝川種畜場) 稲場辰雄・阿部 登 5 

7. Southdown x Corridaleの F1 とCorridaleとの発育および産肉性の差異について

(滝川種畜場) 近藤知彦・田中誠治・浅原敬二 6 

8.豚の乳頭数の遺伝に関する研究 (新得種畜場) 首藤新一・細野信夫 6 

9. 乳牛の乳器の大きさとその変化について III (帯広畜大) 鈴木省三・門 範明 7 

10. vロネズミにおける 2種の性腺刺激ホノレモシ投与量と排卵数
ならびに着床胎児数の関係(予報) (北大理) 佐藤品子 7 

5--10 一括討論(約20分の予定〉

11.牛豚の共同放牧における行動観察について

(帯広畜大) 中松喬三郎・鈴木省三・太田三郎・森 昌雄・石栗機敏 8 

12. 肉豚飼育の経済性について

第 1報 K社製検定飼料給与例 (新得種畜場) 首藤新一・細野信夫 8 

13.豚の配合飼料による育成について

(北大農場第一畜産部) 堤義雄・宝賀貢・奥村孝二・篠原照雄・及川千代志・千葉 勇 9 

14.豚の放牧飼養試験

飼料多給群と少給群の発育および経済性比較

(北農詰根室支場) 坪松戒三・吉田晶二 9 

11--14 一括討論(約20分の予定〉

(午後の部)

15. 永年牧草地の追肥量とその効果に関する研究

第3報 5カ年間の追肥効果について

(北農誌畜) 三股正年・高野信雄・宮下昭光・渡会 弘 11 
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16.天北地帯の重粘地における牧草の肥培管理方式に関する研究(第2報)

(北農詩宗谷支場) 及川 寛・渡辺正雄・寺井孝司 11 

17.長草型野草地の牧草導入に関する研究

第 2報 造成3年間の植生状況について

(北農詰畜) 三股正年・高野信雄・宮下昭光・渡会 弘 12 

18.萱科牧草の導入によるイワノガりヤス草地の改良(第1報)

(北農詩宗谷支場) 及川 寛・渡辺正雄・寺井孝司 12 

19.牧草に対する各種室.素質肥料肥効比較試験成績について

(農業改良課) 高橋純一・高野定郎 13 

15--19 一括討論(約20分の予定〉

20. Hay Conditionerおよび CropDryer利用による乾草調製に関する研究

第2報 CropDryer-Aldersley Engineering Co. Ltd.による乾草調製について

21. Lucerne mealの利用と調製に関する考察

第1報 泌乳山羊に対する飼養試験

(滝川種畜場) 藤井甚作・米自山昭和 13 

(滝川種畜場) 米内山昭和・田中誠治 14 

22. リッチソりユーブノレおよびノレーサシナイレージ給与試験について

(新得種畜場) 東原徹・児玉浩 15

23. 反調獣第一胃内微生物による飼料栄養素の利用に関する研究

第2報 N化合物の利用について (北農試畜) 小梁川忠士・橋本 裕・小林真信 15 

24.反街胃内微生物による草類繊維素の消化率

II. 生育時期ならびに草種について {C北農誠根室支場) 谷口隆一・鳶野 保 16 

20--24 一括討論(約20分の予定)

25.乳脂生成における低級脂肪酸の利用に関する研究

酷酸ソーダー 1-C14の乳脂肪酸への発現様相について(予報)

(北農詰畜)‘西部慎三・桜井 允・平尾厚司・寿島春男 16 

26. 北海道における甜菜類葉サイレ ~V' の成分について

(北農試畜) 小梁川忠士・本橋 裕・小林真信 17 

27.産乳量および乳質におよぼすビートトップ給与の影響について

(北大農畜) 三田村健太郎・広瀬可恒・上山英一・岡崎嘩夫 17 

28. 牛乳中のトリメチノレアミシに関する研究

第 1報 定量法ならびにビートトップ給与による影響

(北大農畜) 橋本吉雄・斎藤善一・小野量司 17 

29.細胞数過多異常乳に関する研究 第1報. (酪検) 大浦義教・蔚藤寿郎・田中慎一郎 18 

25--29 一括討論(約20分の予定〉
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講演要 I::::::j 
日

一~般講演 (午前の部講演時間8分，討論2分)

1". 胡淑中に存在するへム蛋白質酸化促進物質について

北大農・畜産橋本吉雄 高橋忠、嘉。安井 勉

良好な肉製品の色調が，筋肉中に含まれるへム蛋白質の状態に左右されることは既に明ら

かになっているc 一方，食肉加工業に於いて重要な役割を占める胡淑は， 日本人の晴好に適し

た香辛料として不可欠の添加物である。

乙の胡淑の中，黒胡淑はそれ自体のもう黒色が肉製品の色調に与える悪影響から，その使

用が嫌われて来たが，その価格の点から産業の大規模化にうれて，再び使用される傾向にな

った。 しかし，近時，特に権詰ゴーシド・ビープに於いて，単に黒胡搬の黒色のみならす，そ

の成分それ自体の中に著しい槌色因子が存在すると考えられる現象が実際の工程に於いて認め

られるようになったので，乙の問題について若干の基礎的な検討を行なった。その結果現在ま

でに次のような結果が得られたので報告する。

(1) 胡淑中には，白胡椴，黒胡淑を問わず，へム蛋白質の酸化を促進する物質が存在する

が，その力価は黒胡淑の方が大きい。

(2) その成分は胡淑中の辛味成分とは関係がなく，胡淑の水抽出部分に存在する。

(3) その成分は熱に安定であり，通常の有機天然物分割法K従うと，有機酸，金属部分に

存在する。

2. 犬の陰茎の微細脈管構築について

北大・獣医学部高畑倉彦 工藤規雄 古畑北雄

杉村誠。田村達堂

Neoprene latex注入法を用いた陰茎の脈管の研究は CHRISTENSEN，('54)の犬の報告があ

るのみである。 しかし， 彼の成績も注入不充分のため， 亀頭先端部の微細な関係については

推量の域をでていない。 演者等は現在迄わずか9例ではあるが， 犬の陰茎血管のほぼ完全な-

Neoprene castの作成に成功したので，その微細構築について報告する己ー (1)犬の陰茎は 1対の

陰茎海面体 (CCP)， 陰茎根部で著明な尿道球 (BU)をもっ尿道海面体(CSP)および亀頭からな

り，亀頭はさらに全く独立した亀頭球 (BG)と亀頭長部 (PLG)の2海面体からなる。 (2)陰茎に

分布する主要動脈は内・外両陰部動脈で，内陰部動脈は陰茎根部?で会陰，ついで尿道球，陰茎

深φ各動脈を分り"'その主幹は陰茎背動脈となって亀頭lζ至る。外陰部動脈は陰茎背動脈によ

って形成される亀頭上皮下血管叢の動脈枝と吻合する。 (3)陰茎深動脈は CCP内でほぼ直角に

枝を分け，各校はさらに castで著明な内腔の膨隆，狭窄，不規則な屈曲を示し，直接海面体

洞に注ぐいわゆる螺行動脈相当の枝と洞の間質を養う毛細血管'とに分れる。 (4)CSP ~ζ侵入し
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た尿道球動脈の分岐，海面体洞どの関係は CCPのそれに似ている。 (5)BGはCSPの腹側でそ

の洞から叢状に起る 10数本の静脈を受け，直接動脈血の流入する所見はない。 (6)PLGもBG

と同様CSPの洞および亀頭先端部毛細血管を集める静脈のみを受ける。 CHRISTENSENのいわ

ゆる“thedeep vein of the glans"の存在は認められない。 (7)亀頭上皮下血管叢には著明な動

静脈吻合がみられる~ '(8)陰茎をでる主要静脈は内・外両陰部静脈である。内陰部静脈はBGか

らの陰茎背， CCPからの陰茎深， BUからの尿道球及び会陰の 4静脈を集める。 一般走向は

CHRISTENSEN K一致するが， 乙れら 4静茎根部背側で著明な静脈叢を形成している。 外陰部

静脈は PGGの海面洞の血液を集める。

3. 家畜寄生ダニに対する殺虫剤の効果

北農誠畜産部難波直樹

家畜の害虫であり，畜牛のピロプラズマ病を媒介するダニ類の発生は本邦各地の牧野にみ

られ，近時特に悪性のピロプラズマ病が集団的に発生し，重症型のものは楽死する例が多い。

乙のピロプラズマ病の予防は現在のところ，完全な処置が講ぜられていないので，直接的に病

気を媒介するダニ類の防除を積極的に取り上げる必要にせめられている。ダニ類の防除は幾通

りの方法が考えられるが，今回は特に家畜lと寄生中のダニに対して殺虫剤(主として低毒性有

機憐剤)を供用しその効果を試みたので報告する。

4. 昭和 34年養鶏経済検定成績

道農業改良課。早川晋八 赤岡 修

本年度全道の経済検定農家総数1，900戸，内検定成績完全集計農家50戸について，飼料

費，月別産卵率，飼料構成，産卵率別収入等について昨年に引続き報告します。

5. オーストラロープ種と白色レグホーン種の 1代雑種について

道立滝川種畜場。渡辺寛工藤 浩高橋武

オーストラロープ種と白レグとの交配1代雑種はその組合せ能力が優れ，産卵能力，強健

性共に良好であると云われている 当場では 1959年オーストラリヤから輸入されたオースト

ラロープ種鶏雄3羽， 雌 10羽の寄贈を受けたので， 今春当場飼養中の白レグとの組合せ能力

-調査のため Dial1elCrossingを行ない 95羽の舗を得たので，今回はその雄について発育，屠

殺成績，飼料効率等についての調査成績を報告する。

1.体重

試験期間中の体重増加の状態は第 1表に示す通りである。

分散分析の結果父鶏の品種聞に有意差が認められ， 4週以後には母鶏の品種聞にも有意な

差が認められた。 また 2週以後両品種間K有意な交互作用が認められたが 10週以後は有意な

交互作用は認められなかった。

2. 屠殺成績および飼料効率

“屠殺成績および飼料効率は第 2表，第 3表l乙示す通りであった。
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第 1表体重増加の状況{ . .(単位 g) 

~1~1t直後 1 2 W 1 4 W 1 6 W 1 8 W 1 lOW  112  W 
δ ♀ 
明TLx羽TL 39.4土4.0 78.0土20.9 213.0土51.3

羽TLxAL 38.1土4.6 95.38士24;2 282.6土22.7

ALxWL 40.4土2.1101.25土 8.9 293.9士22.5

ALxAL 40.6士1.2 97.1土 7.4 295.3土24.9

m参r考Lx帯 SR 112.2土 7.8 311.1士18.3

持 1958年滝川種畜場に於けるブロイラー試験成績

備考 (1) M=五土tO.05Sie 

460.0土68.8 661.0士56.7

583.0土39.1 789.6主54.1

600.6土44.9 844.0土34.0

625.0士45.0 883.0士52.8

564.0士26.9 800.6土50.5

第 2表屠殺成績

857.0土 76~6 1110;0土 81.8

1030.7土236.3 1383.0士 78.4

1096.6士 58.4 1479.0士 60.2

1151.7土 67.9 1550 土146.5

1088.9士 46.4 13744士 74.4

(単位 g) 

1:殺時皇liqlM|頚 |可吋畢丸lトサヵ|骨…枝ケ
WLxWL 1，160 980 133 73 60 

WLxAL 1，440 1，250 140 84 68 

AL>く羽TL 1，520 1，360 170 85 71 

AL>くAL 1，600 1，390 150 88 73 

WLxSR 1，443 

備考 (1) WLxSRは当場におけるブロイラー詰験成績 (1958)

WLxWL 

WLxAL 

ALxWL 

ALxAL 

第 3表飼料効率

SRxWLとの比較

10 ，..， 12週

5.74 

4.85 

4.14 

3.74 

WLxWL 

WLxSR 

SRxWL 

SRx羽TL

4.75 

9.62 

7.50. 

4.00 

3.88 

備考 SR>くWLは1958年滝川種畜場における試験成績

6. 緬羊の血液型について

18.0 640 

17.5 850 

18.8 920 

6.9 940 

8.14 1，144 

10 ，..， 12週噌

5.23 

4.73 

5.11 

3.29 

55.1 

59.5 

60.1 

61.7 

79.2 

北海道立滝川種畜場稲場辰雄。阿部 登

家畜の血清学的特質についての研究は家畜改良増殖上，あるいは血統登録上，重要な研究

部門となりつつある。

乙乙 lと緬羊の血液型について，ー同種免疫によって産生された溶血素をも主tc::，血球抗元の

型的分類が可能であるかどうか試験じたので，乙れまでに得られた結果を報告する。

供試羊は当場繋養中のゴリデーノレ種，メリ j種およびサヲスダタシ種であり，免疫は主と
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してコりデ{ノレ種とメリノ種間で行ない，免疫血清は約100ccの血液を3司毎連続6回の輸血

によって得た。

2組の免疫によって，それぞれ256稀釈倍， 512稀釈倍の溶血価を有する抗体を産生し，

溶血素相互吸収試験によって;5個の血球抗元の分類が可能となった。

なお，各抗元の品種に於ける分布状態あるいは遺伝機構等については例数が非常に少ない

ので不明である。

7. Southdown x Corridaleの Flと Corridaleとの発育および

産肉性の差異について

道立滝川種畜場近藤知彦。田中誠治 浅原敬二

当場生産の Southdown x CorridaleのF12頭，長沼町で生産された， F13頭の計5頭と当

場生産の.Corridale 5頭とを用いで 1959年7月31日より 1959年11月17日までの 100日聞に

亘って，放牧期 50日間

肥育工期 30日間

肥育E期 20日間

として，増体量，産肉性，産毛性，飼料の利用性等の調査を行なったのでその成績について報

告する。

1. 平均増体量では Flがややよく，全期13.7kgでCorridaleより 0.7kg多かった。また

Flは放牧期の増体が Corridaleより優り，肥育期では Corridaleが優れていた。

2. 飼料の利用性は Flがやや良好であったがその差は放牧期の利用性が高いためと認め

られた。

3. 産肉性 Flの枝肉量19.96kg，対生体比52.55%でやや Corridaleよりよかった。

4. 産毛成績 産毛量，毛長共 Corridaleが優れ FlはCorridaleの80%弱であった。

8. 豚の乳頭数の遺伝に関する研究

道立新得種畜場首藤新一 。細野信夫

豚の乳頭数は母豚の泌乳力とともに，仔豚を育成する場合重要な役割をもつものであるが

豚の乳頭数は登録規程からいうと正常なもの左右6:6以上となっている。

いま仔豚の娩出頭数と母豚の育成力などから総合して左右対称で正常なもの 7:7が一番

良好である。

しかし，実際の乳頭数の発現の状態は，種類によって異なり，また個体によってかなり変

異が大きく不良乳頭一副乳頭，盲乳頭，発育不良な乳頭および配列不良なものなどの出現頻度

はかなり高!い。こ 0)ため優良な形質をもち，配列良好で左右7:7の豚を選択するためには豚の

乳頭数の発現状態を調査し，その遺伝的傾向を把握することが必要である。

当場が昭和26年から毎年生産しでいる仔豚を仔豚登記する際乳頭数を調査しているから，

乙れを材料とじ，ヨータ Vャー種，パータ γャー種の供用種雄，種雌豚の仔豚乳頭発現に対す

る影響を調査，乳頭数改良のための目安とじたい。
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9. 乳牛の乳器の大きさとその変化について III 

帯広畜大。鈴木省三 門 範明

乳中の乳器の大きさの測定方法・測定値の分娩前後の変化を調べ，測定部位によって，そ

の大きさが泌乳量と高い相関関係を有するととを知ったので，引き続いて搾乳牛の分娩2カ月

後の測定を行なうと共に，その乳房の形態的特徴との関連を調べ，また発育時の乳頭間隔・乳

頭の長さを毎月測定して，その変化について考察した。主な結果は次の通りである。

(1) 分娩次による測定値の変化(初産次から 3産次まで)は， 2産次には初産次に比べて，

前乳房幅・乳頭間隔がやや小さくなった(平均指数81--98)以外は， 大きくなる傾向が見られ

(平均指数101-122)，2産次に比べると 3産次には， すべての部位で大きくなるととが認めら

れた(平均指数101-114)0

(2) 乳器の形態的特徴は，乳房の形状・乳房下面の水平度・乳頭の形状・乳頭の配列の 4

項目について，それぞれ数種に分類して，測定値との関係を求めたが，との関連が著明に表わ

れた部位は少なかった。

(3) 母牛・娘牛の測定値の比較を行なったが，例数がまだ少なく，十分な結論は得られな

かった

(4) 生後19カ月までの乳頭間隔・乳頭の長さの変化については， 乙の期聞に約2-2.5倍

となり， 搾乳牛の 50-60%になること，乳頭間隔の前・前後・後の比が成長中の変化少なく，

成牛と変らないことなどが推定された。

10. νロネズミにおける 2種の性腺刺激ホノレモシ投与量と

排卵数ならびに着床胎児数の関係(予報)

北大理学部佐藤晶子

νロネズミに血清性性腺刺激ホノレモシおよび紙毛性性腺刺激ホノレモシを 40時間の間隔を
置いて筋肉内に注射した。その結果，任意の時にνロネズミに排卵を誘起させることが出来た。

ホノレモシの投与量が排卵数lζ影響を与え，ひいては交配後の受精率，さらに着床胎児の発育に

も関係することは，さきにハッカνロネズミにおける実験によって確められた。 Vロネズミに

おいても明らかにホノレモ Y投与量による排卵数ならびに胎児数に変化がみられた。その結果は

次表K一括して示す。

ホJレモン投与量
排(i.u 

PMS脅 IHCG器
観察例数

。 。 5 42 

20 20 12 140 

40 40 10 190 

器 PMS: 血清性性腹刺激ホ Jレモン

HCG: 繊毛性性腺刺激ホ Jレモ;ン

卵 数

8.4 

11:2 

19.0 
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胎 児 数 平 均
観察例数

着床胎児数|生胎児数 出産児数

5 40 39 7.5 

8 '81. 58 7.5 

5 82 56 。



以上の結果より人為排卵を行なわせ，出産児の増加をはかる場合，ホノレモシ投与量を検討

する乙とが重要であり，その上に母体の栄養土，ホノレモシ機構上の条件について考慮する事が

必要であると考える。

11. 牛豚の共同放牧に於ける行動観察について

帯広畜産大学中松喬三郎 鈴木省三。太田三郎

森田昌雄 石栗機敏

豚の放牧育成法を，現在の農業経営規模においτ簡易に実施しうるためには，牛と豚の共
同放牧を行なう乙とが好都合であると考えられるので，牛・豚の共同放牧育成の合理的な方法

についての基礎となる知識を得るために， 昨春 (35.5.5日)播種造成した萱科・禾本科牧草の

混播草地30アーノレを利用して，今春5月25日よりホノレスタイシ種若牛2頭・ヨークγャー種
豚頭6の共同輪換放牧試験を実施しているが，乙れについて， 6月に昼間7日間， 7月に昼間

2日間， 8月に終日 6日聞にわたり，牛，豚の放牧地内においての行動観察を行なった。主な

観察結果は次の如くである。

(1) 豚は， 1日8時間放牧の場合には牧草採食は約4時間7分で放牧時間の約51%であ

り， 24時間放牧では，採食時間は約9時間23分で放牧時間数の約39%であった。

牛は， 1日8時間放牧の場合は牧草採食は5時間30分で放牧時間の約69%であり， 24時

間放牧では採食時閣は約10時間で放牧時間数の約41.6%であった。

(2) 豚においては補助濃厚飼料給与は，本試験程度の濃厚飼料給与量(体重の 2.4%)では

満腹に至らないらしく，直ちに放牧地での採食を開始する傾向が見られた。

(3) 豚では採食の温度による影響は， 付)空腹時には 300Cを超えてもなお良く採食する。

(ロ)充分採食する時間を与えたときには， 暑いとき休み涼しい時に採食るす。付同じ条件の場

合には午前中長く休養する。 付)(ロ)については牛も同様の傾向が見られたが，村については午

前午後の差は見られなかった。

(4) 草生状態と採食時間との関連は， 1区3"，，5日間の放牧では，著明な傾向はみられなか

った。

(5) 牛と豚の共同放牧において，相互間に採食・行動を妨げる乙とはなく，それぞれ単独

放牧の場合と変りなかった。

12. 肉豚飼育の経済性について
第 1報 K社製検定飼料給与例 1

道立新得種畜場 。首藤新一 細野信夫

最近の豚肉の高値から豚飼育希望農家が多くなり， また 1"，，2頭の副業的なものから， 多

頭飼育型態に変りつつある。しかし豚肉の高値はいつまでも続くものではなく，今日の状態で

は肥育用素豚の値上りから採算を危倶する農家が仔豚購入を差控えるなど，生産者自身の意欲

をそぐ現象さえ現われている。

このため実際の農家が農業経営の一環として養豚を行ない，平均飼育，平均売りの原則か

ら，相場の変動に堪え継続的に飼育するためには，最も支出金額のかさむ飼料費の節減をはか

- 8ー



り経営を安定させる必要がある。

当場では肉豚飼育の採算上から，飼料の給与限界を知るために，今後牧草，根菜茎葉，市

販配合飼料などを用いて管理状態、と合せて調査を行なう予定であるが，とのたびK社製検定飼

料を用いて，ヨークνャー種(;3)3頭，ハシVャー雑種(き)3頭の肥育試験を行なったのでそ

の結果を報告する。

13. 豚の配合飼料による育成について

北大農場第一畜産部 堤、 義雄

篠原照雄

宝賀 貢。奥村孝二

及川千代志 千葉 勇

北海道における肉豚育成の実態調査は未だ行なわれていないので豚の育成に対する農家の

飼料給与の実態は不明であるが，主として馬鈴薯を主体とし魚粕類等の蛋白飼料は極めて少な

いものと思考されるので，今回この育成につきN社の配合飼料を供試して，その発育状態・飼

料消費量・屠殺解体肉質について比較検討したので報告する。

使用実験豚は 34年産の春仔・中ヨーク Vヤ{種12頭でこれを試験区6頭・対照区6頭の

2区にわけ 34年8月 17日より始めた。 開始時各区の平均体重は 15.7kgおよび15.8kgで，

各区の平均体重がそれぞれ93.7kgおよび96.4kg ~C達した時に屠殺解体した。(1)試験区は仔

豚用配合飼料を平均体重18.750kg になる迄給し， 以後は肉豚用配合飼料を平均体重37.5kg 

k達する迄，その後は乾物量換算で馬鈴薯50%と肉豚用配合飼料50%の割合で給与した。対

照区は馬鈴薯を主体とし澱粉粕・ビートパノレプを煮てこれに米糠・魚粕をまぜて給与した。(

(II)飼料給与量は試験区では始めN社の給与量によったが途中よりハシゾシの給与量に切替え，

対照区は最初よりハシゾシの給与量によった。 (III)体重の変化については開始後7日目ごとに

測定を行なったが試験区は試験開始後185日・対照区は 248日目的の平均体重に達した。 (IV)

飼料消費量は，両区の消費飼料価格(昭 35.2.末相場)で算出すると，試験区は 1頭当り，

11，768円87銭，対照区は 1頭当り 14，878円35銭である。 なお平均体重1kg増体飼料価格は

試験区円銭は対照区145円30銭対照区は 181円44銭であった。 (V)屠殺解体肉質においては，

脊皮下脂肪層が3部位平均試験区は 3.34cm，対照区3.93cmで対照区が0.59cm厚くその融

点は試験区が高かった。その他に於いて特に著差を認めなかった。

14. 豚の放牧飼養試験

く飼料多給群と少給群の発育および経済性比較〉

道立農業試験場根室支場坪松戒三 。吉田晶二

2腹の子豚12頭を飼料(馬鈴薯，濃厚飼料)多給群(以下A)と少給群(以下B)に分け， 9 

週令よりラディノクローパー草地に放牧， 26週令以降は合飼して，これらの発育，経済性等を

比較した。

放牧中の給与飼料量は， A群はハシゾシ飼養標準の 8割程度， B群は発育の時期lζ応じて

A群の 3/8"，8/8を与えた。

発育曲線は両群とも 2次回帰式で表され，発育の加速度はB群の方が大であった。すなわ

ち， 12"，15週令は飼料漸減期， 15"，18週令は最低給与年期であるが， 乙の間B群は増体速度
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が鈍り，増体量の差も非常に有意であったが，その後の発育にまでひびくようなととはなく 18

週令以降の飼料漸増に伴なって発育速度を増し， 24週令以降はむしろB群の方が大となってい

るロ

体重90，.....100kg に達するまでに要した期間は， A群285/6週， B群週301/6でB群は約

10日間多くの時日を要したが，飼料は2割程度節約する乙とが出来た。
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講演要 1::::， 

国

一般講演(午後の部講演時間8分)

15. 永年牧草地の追肥量とその効果に関する研究
第 3報 5カ年間の追肥効果について

北農試畜産部三股正年 。高野信雄

宮下昭光‘渡会 弘

北海道には吏新後7年以上を経過した永年草地が4万haあり， 大部分は永年の不合理な

採草管理によって経済性の低い草地として放任されている。また今後は本道においても草地造

成が急速に進められ，永年利用草地の増加が考えられる。これらの点から 5カ年聞にわたり永

年草地に対する追肥量および若干肥料の組合せ追肥による草生改善効果について試験を行なっ

た。追肥の効果は顕著に示され生草収量においては対照区に対し化学肥料40kgの毎年追肥区

は4.4倍， 80kgの追肥区は 6.0倍， 120 kgの区では 7.2倍もの増加が示された。また追肥と植

生状況の好転についても興味ある傾向が示された。

16. 天北地帯の重粘地における牧草の肥培管理方式に関する研究(第2報)

道立農詩・宗谷支場。及川 寛 渡辺正雄 寺井孝司

第1報において，牧草に対する基肥が，播種当年の収量におよぼす影響について，その1

部を報告したが，第2報においては追肥が2年目の収量におよぼす影響についてその 1部を報

告する。

試験方法は前報の通りであるが， Timothyおよび Red.cloverの各単播と両者の混播につ

いてそれぞれNおよびP20Sは10a当り 0.56および 11.3kg，. K20は0.19および3:8kgの3段

階lζ分け，あらゆる組合せの施肥を行なった。

なお， 2年自においては，融雪後に2/3量を， 1番刈後に 1/3量を追肥した。 その結果は

次のように要約される。

(工) 播種当年同様，いずれの場合も P20Sが制限因子で，P20Sを増施する乙とにより， 直

線的に増収した。なお Timothyでは Nとの併用効果が顕著であった。 また混播では P20Sの

増施により， clov.er， • Timothyいずれも増加した。

(2) N.~Lつ1いては， Timothyでは P20Sと共に制限因子で， Nを増施する乙とにより，直

線的に増収し，特に P20Sとの併用効果が顕著であった。 cloverでは， Nの施用は減収の方向

を示し，特にその施用量を倍増しでも却って減収した。混播では絶対収量には一定の傾向が認

められなかったが， Nの増施は doverの減収を招いた。

(3)‘ KiO については，播種当年同様，いずれの場合も階級聞に差は認められなかった。
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17. 長草型野草地の牧草導入に関する研究

第2報 造成3年間の植生状況について

北農試・畜産部。三股正年

宮下昭光

高野信雄

渡会弘

北海道には 42万haの牧野を有するが，大部分は自然野草の状態で放牧・採草が行なわれ

ている。乙れら牧野のうち笹地についで比較的多くの面積を占める長平型野草地(ススキーハ

ギーワラビ)の傾斜地について合理的な牧草導入方法を明らかにすべく試験を行なった。試験

処理は無処理区，追肥区，刈払い火入れ後トラクターデスクハローの砕土による追肥・追播区

およびトラクター耕起砕土後に播種施肥した完全区の 4処理とした。 3カ年間の生草量は対照

区に対して追肥区2.3倍， 追肥・追播区2.7倍，完全区2.0倍であった。 植生状況では造成2

年目以後は追肥・追播区および完全区は大部分が牧草によって占められる良好な状況であっ

た。 3カ年聞のこれら 4処理聞における植生の改善効果と造成および維持経費との間には興味

ある関連が示された。

18. 萱科牧草の導入によるイワノガリヤス草地の改良(第 1報)

道立農詰・宗谷支場。及川 寛 渡辺正雄 寺井孝司

イワノガ Pヤス優占野草地は， 宗谷管内にも広く自生し， 約900haにおよぶと言われて

おり，主として干草として高度に利用されているι

演者らはかかる草地に対し，宣科牧草を導λして草生を改良し，質的量的に増収を図る方

法を比較検討中であるが興味ある結果が得られたので中間成績として乙乙に報告する。

導入草種としては， Red clover， Alsike clover及び Ladinocloverを選定し，参考として

Timothyおよび Orchardgrassを加えた。処理区別としては無処理区と追播区とに大別し，

さらに追播区に対しては 10の施肥処理区を設定し， 2反復の Splitplot designを適用した。

なお同時に追播適量を知るため上記の 5草種のそれぞれについて追播量を3段階とし，同様の

設計で試験を行なった。

導入第2年目の結果を要約すると次の通りである。

(1) 新墾した上直ちに導入するには不良な立地条件下にあると見倣されるイワノガリヤス

優占草地にあっても，適正な草種の選定と施肥によって，しかも簡易な方法(デスキシグ→施

肥→追播)によって牧草を導入し， 2，......3倍の増収を図り得る。

(2) 萱科は， PzOs単用区， K20単用区およびnon-N区(すなわち PK区)において著しく

増加した。なお萱科導入上，酸矯の効果も認められた。禾本科は， NとP20Sとの併用(すなわ

ちNPK区およびNP区)およびP20S単用倍量区およびP20S単用区において顕著な増加を示し

た。したがってこれらの区が総収量においても高い増収効果を示した。

(3) 導入草種としては Alsikecloverが増収効果および刈取時期の一致する点から最も適

しでいるようである なお"Red cloverおよび Timothyも比較的導入じ易い~ょうである。

(4) 追播量の聞には明らかな傾向は認められなかった。
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19. 牧草に対する各種窒素質『肥料肥効比較試験成績について

北海道農業改良課高橋純一。高橋定郎

牧草に対する硫安，尿素，石灰窒素，塩安など各種窒素肥料の肥効を基肥，追肥として検

討しようと，道内江別市外10ケ町村において実施してみた。

(1) 基肥試験については，単用区は本別町，紋別市において塩安区，狩太町，門別町では

硫安圧が優り，剣淵，幌泉の各町，雨竜村においては各区共大差がみられなかった。

また組合せ区は硫安+石灰窒素区がや優っていたが，各区聞には大差が認められなかった。

(2) 追肥試験では江別，本別，厚岸，門別，幌泉，清水の各町では塩安区がやや優る傾向

を示したが各区聞には大差かなかった。

各試験地はいづれも環境の相違があり，牧草地は同一生育領域に数年栽培されるから，施

肥によるための永続性，草種割合，生産性については尚今後現地試験を継続してその詳細を検

討してみたい。

20. . Hay Conditionerおよび CrotDryer利用による乾草調製に関する考察

第2報 Crop Drye町r-Alde白r叫eyEngineering Co. Ltdーによる乾草調製について

道立滝川種畜場 藤井甚作 。米内山昭和

演者等はさきに第1報として HayConditioner処理による乾草調製上の効果について報告

したが，今回そのセットとして 1958年北海道(畜産課)が英国より輸入した CropDryer (移動

式)-AldersleyEngineering Co. Ltd製ーを利用して各種乾草の調製試験を行ないその成績を得

たので報告する。

供試機械は牧草・殻付玉萄黍・ポップ・その他穀実等の乾燥用に設計された移動式乾燥機

であり，オイノレ燃焼炉・扇風機・導管付トレーラーより成立っておりオイノレタシクは 100ガロ

シ入りのものが燃焼炉上部に装置されておる。

供試牧草は 1) Orchart grass. Timothyの混牧草

2) Timothy. Red clover Alsike cloverの混牧草

3) Lucerne 

を用いた。

試験期間は 1958年6月より 1960年8月に亘った。

本試験の結果およそ次のような成績を得た。

1) 各種牧草類の乾燥品質は一般的組成およびカロチシ含量共に優れたものであった。

2) 刈取後圃場に 2日程度予乾した Lucerne(含水率30，_，39%)を用いての運転性能は

1日8時間処理能力材料

調製量

4282 kg (kgjhr-.503 kg) 

3212 kg (kgjhr-402 kg) 

調:製乾草1kg当経費は燃料人件費償却費を含めて 4円91銭となった9

3) 本調製乾草 (Lucerne)を用いて mealの調製を行なったが乾燥度を一般天日乾燥より

高くし得る乙とから HammerMi1lの能率をよげ得， また mealも良質なものが生産された。

- 13-



(Hammer Millは高橋製作所製)

1日当り粉砕能力

1kg当り Hammer Mill経費

Dryer経費含め

1794 kg (材料水分 6.5%)

1円34銭

6円43銭

となり，天日乾燥による 13，-16%程度の乾草の約200%の処理能力となった。

4) 脱水量と燃料効率。温度の関係等についても若干の知見を得たので報告する。

5) 本機の運転には多量の燃料を消費することから極く高品質の材料を吟味し，さらにそ

の利用の方法-meal等の調製によるいわゆる濃厚飼料的利用ーを検討し活用すべきものと思

われる。

21. Lucerne mealの利用と調製に関する考察

第 1報 泌乳山羊に対する飼養試験

道立滝川種畜場米内山昭和 。田中誠治

高蛋白牧草として知られる Lucerneの栽培は， 道内に於いても近時進展しつつあるとは

いえ，なおその真価は充分に認識されていない現況にあると考えられる。

その欠陥として， Lucerneが比較的肥沃な立地条件を必要とし，またその利周方法の一つ

である乾草の調製が至難である乙と等が挙げられる。

海外， ことにアメリカに於いては，高度に Lucerneの利用を行ない， Meal或いは Pellet

として，濃厚飼料的な役割を果し，我固にも相当量輸入されている乙とは，周知のところであ

る。

かかる見知から，演者等は， 当場施設の CropDryer利用の乾草を用いて調製した Luce-

rne mealを，泌乳山羊に濃厚飼料に置き換えて給与し， その泌乳力価の検討を行なったので，

第 1報として報告する u

1.試験設計

1) 供試山羊 12頭を， A， B， C， Dの4群(各群3頭)とした。各処理，各期間でラテシ

方角法を採用した。

~ 工 E E IV 

1/4 ，....， 14/4 15/4 ，....， 28/4 29/4 ，....， 12/5 13/5 ，....， 26/5 

A 。% 10 % 25ガ 40 % 

B 10 25 40 。
C 25 40 。 15 

D 40 。 15 20 

註 数字は Lucernemealの配合割合である。

2) 飼料は{大豆粕 (10%)，燕麦 (40%)，米糠 (10%)，稜 (30%)，玉萄黍 (10%)}のもの

を使用した。

3) 調査項目 乳量，乳脂率，体重，採食量
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2.成績

1) 泌乳中の山羊に対して Lucernemealの給与は， 40%程で，泌乳におよぼす影響はな

かった。

2) 処理による栄養状態に異常はなかったc

3) 本試験から，泌乳に対するカ価は，本供用配合飼料と同一程度のものと判定し得た。

22. リッチソリューブノレおよびノレーサンチイ μ{ジ給与試験について

道立新得種畜場。東原 徹 児玉 浩

A社製完全配合飼料(採卵用)のものを産卵鶏に 10割給与を標準とし， 34年産白レグ雄

10羽，雌138羽を用いで，それぞれ栄養価が等しくなるようにB社製Pッチソリユーブノレ，当

場生産ノレーサシナイレ-tY，ノレーすシミーノレを飼料lζ添加， 60日聞に亘って産卵率，s際化率，

健康状熊，卵質などにおよぼす影響を調査した。

その結果リッチソリユ{アルは噌好性良好で採食状態よく，僅かにノレーサシナイレージ区

は初期l乙茎部の残食が認められたのみ全群健康状態には異常が認められなかった。

産卵成績は対照群の平均産卵率において開始前と試験開始後では差はないが，試験区はと

もに 10%前後下がり， 解化成績では反対に対照区80%に比べて試験区は90%以上になり，

添加飼料の影響と考えられる。

しかし体重においては対照区が71.1g減少を示し，試験区C群は最大の 310.7g減となり，

算術平均の両区比較ででは 240.0gの差となったc これは栄養価を等量ならしむるため両区と

も養分総量の給与量低下が原因と考えられ，以上の添加飼料は産卵鶏に給与の場合においても

著差がなく，乙の短期間の試験結果からのみでは断定しがたいが，適正な配合においては充分

利用できるものと考えられる。

23. 反須獣第一胃内微生物による飼料栄養素の利用に関する研究

第 2報 N化合物の利用について

北農試畜産部小梁川忠士。本橋 裕 小林真信

反調獣lζ対する飼料中の栄養素の価値については，その本来有する成分組成と併せて第一

胃内微生物の動的利用を考慮しなければならない。

今回は非蛋白態N化合物の蛋白質節減効果について尿素の他のアシモニユヲム塩類の利用

性の検討を invitro試験で行なったが，その結果について報告する。

1. 実験方法 恒温水槽中Jこ内室と外室を区分した培養瓶を設置し， 39:!:rcで24時間第

一胃内容物をそれぞれの培地に加えて培養した』炭水佑物源と窒素源は三つの実験目的によっ

てそれぞれ異なったa

2. 実験結果の要約

実験-1 燐安と尿素の利用における酵母の影響。酵母の添加によってアミノ酸の生成量は

増加したが，蛋白質の生成量は燐安をN源とした処理区においてのみ酵母の効果が認められた。

実験-2 各種アシモニエワム塩類の利用。アミノ酸の生成量比は拘安区がもっとも高く，
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尿素区，燐安区，J実安区がこれについだ。蛋白質生成量比は拘安区，尿素区が略同じ値を示し

次いで燐安区，炭安区の順であった。炭安区の蛋白質，アミノ酸転化率は著しく劣った。

実験-3 尿素ならびにクエシ酸アシモシの利用における糖類の影響。培養液中の糖濃度を

高める乙とによって細菌の増加率がほぼ1.6--2.0倍に達した。 νュヲクロ{スよりもグノレコー

スを炭水化物源とした方が細菌の増殖に効果的と考えられる。

24. 反第胃内微生物による草類繊維素の消化率

II 生育時期ならびに草種について

道立農試根室支場谷口隆一。鳶野 保

チモνーを供試し 6月10日より 10日ごとに6回刈取り繊維質の変化と消化率を調査した

結果と，萱科牧草5種，禾本科牧草6種を供試して 2回刈取り消化率の草種間差異を比較調査

した結果について報告する。

1. チモν{の粗繊維素含量(液体塩素法)は 1回刈34.94%から急増し， 3回刈44.56%

で最高となり，その後減少の傾向を示して6回刈では 40.05%になった。

2. 粗繊維素中 αーセノレローズ，s-rセノレローズ，ペシトーヂシ含量を調査した結果， 1回

刈から 6回刈まで αーセノレローズは 61%前後で一定した含量を示すが， ペシトーずシは 1回刈

23.19%から 6回刈32.00%まで漸増し，s-rセノレロ{ズは逆に 1回刈14.99%から 6回刈5.58

%まで減少した。

3. セノレローズ (Crampton法)は 1回刈28.96%から 4回刈35.99%まで増加し，その後

やや減少し 6回刈では 34.48%となった。

4. αーセノレローズ， ペシト{ずシはいずれも 3回刈で最高となりそれぞれ27.57%，22.45 

%であった。

5. 9グニシは 1回刈4.74%から 6回刈10.79%まで増加し，メトキνノレも 1回刈1.30%

から 6回刈2.60%まで増加した。

6. セノレローズの消化率は 1回刈85.81%から 5回刈56.99%まで減少した。 (6回刈は実

験の都合により除いた)

7. 草種についてみると， 1回刈でも 2回刈でも Pグニシ含量の多い草種は消化率が低い

傾向はあるがι一致していない。とれは主として Pグニシ自体の性質が異なるからであろう。そ

の他セノレロ{ズ自体の差異，蛋白含量，無機物含量等の影響も考えられるが著しくないであろ

うと考察される。

25. 乳脂生成における低級脂肪酸の利用に関する研究
酷酸ソーダー 1-C14の乳脂肪酸えの発現様相について(予報)

北農試畜産部。西部慎三 桜井 允

平尾厚司 寿島寿男

反観獣胃内において生成される低級脂肪酸がh それぞれ如何なる形で乳脂生成に関与する

かを明らかにするため，今回は泌乳中の山羊に酷酸ソーダー 1-C14を静脈内注射し，乳脂生成
lと酷酸が関与する状態を追跡した。その結果乳期2カ月の山羊において乳脂肪中に最も強く放
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射能が出現するのは注射後3"，，6時間の間であると推定され， また酷酸ソーダは揮発性氷不溶

脂肪酸〔平均分子量165:01)区分の生成K最も強く関与し，ついで揮発性水溶脂肪酸(平均分子

量109.61)区分であった。固体酸にも若干関与することが認められたが，不飽和脂肪酸生成には

ほとんど認められなかった。

また乳期8カ月のものは乳期 2カ月のものに比し，酷酸ソーダーの乳脂への利用率ならび

に利用速度は低下するものと考察された。

26. 北海道における甜菜頚葉サイレージの成分について

北農詰畜産部。小梁川忠士 本橋 裕 小林真信

甜菜類葉の飼料的利用については以前に於いても研究されたところであるが，近時甜菜作

付反別の急、増l乙伴なって，畜産物品質に対する影響，給与量，その他についてさらに検討の余

地あるものとしてその研究が各所でとりあげられて居る現状である。

道内一般農家に於いて生産された甜菜頚葉サイレーグ約70点について，穆酸 各種形態、

N化合物，カロチシ， P， Ca等を調査し，その諺酸含量が添加，細切等の処理で減少しないこ

と， 揮発性塩基態Nの生成量が外観的に不良なすイレーグに於いて高い傾向のあること，他の

原料を用いたずイレージに比し，一般にアミシ態N含量が高いこと等をみとめた。

27. 産乳量および乳質におよぼすビートトップ給与の影響について

北大農，畜産三田村健太郎 広瀬可恒

。上山英一 岡崎嘩夫

ビートトップの乳牛に対する給与適量について検討する目的で， ビートトップの量を変え

て乳牛に給与し，泌乳量および乳質におよlます影響について試験した。

生体量550--650kg， 泌乳量20kg前後のホノレスタイジ種乳牛3頭、にN.RC標準に従い牧

乾草，ゴーシサイレージ，ビートパノレプ，配合飼料(乳量の約1/3)を給与しこれを対照期として

TDN， DCPの量が対照期と等しくなるようにビートトップを， コーシエシVレーグおよび牧

乾草と代替し， トップの 1日当給与量を 15kg， 25 kg， 35 kg， 45 kg， と1週毎に増量して与

え泌乳量および乳の一般成分並びにカノレVューム，燐含量について測定した結果，乳量および

乳質共に殆んど変動がなく，また供試牛の体重および生理状態にもビートトップ給与による影

響は認められなかった。本試験は乳牛に対する， ビートトップの給与可能量を知るため予備的

に行なったものであるが以上の結果より本試験で行なった飼養条件下では 1日当 45kg程度の

ビートトップを給与しても乳牛には殆んど影響がないものと忠われる。

28. 牛乳中のトリメチノレアミンに関する研究

第 1報 定量法並びにビートトップ給与による影響

北大農，畜産橋本吉雄。斎藤善一 小野量司

ビートトップを乳牛に多給すると牛乳または乳製品中に魚臭が発生する事があると云れて

いるので，給与量と魚臭の関係，魚臭発生の機作，魚臭のついた乳，乳製品の利用法等につい
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て研究を行なって居るが，今回は魚臭の原因と云われるト Pメずノレアミシの定量法，ビート下

ツプ給与試験に於ける牛乳のト Pメチルアミシ含量，および牛乳中トリメチノレアミシの感覚試

験による検出について試験を行なったので報告する。

牛乳300m~ をブェノノレブタレシを指示薬として中和後水蒸気蒸溜を行ない ， i.留分 10m~

l乙 30% 亜硝酸曹達 10m~，氷酷酸 5me を加え 24 時間放置後中和し再び蒸溜した。 溜分は

Nj200 硫酸 5m~ に吸収させ，Nj200苛性曹達で滴定、した。(消費された N/200硫酸1meは

0.296 mgのト Pメチノレアミシに相当)。 本法に於いてはヂェチノレアミシ，ペタイシ等の共存は

支障がなかった。またνス・7コニット法との比較も行なった。

乳牛3頭lζ ピ{トトップをそれぞれ最高45kg迄給与したが乳汁中に検出されるト Pメチ

ノレアミシは極く微量で最高0.07mg%(多くの場合は 0.04mg%以下)であった。 本試験の範

囲内では給与量と乳中のトリメナノレアミシ含量との聞に直接的な関係はなく，また魚臭は認め

られなかった。

牛乳lとトりメチノレアミシ，同塩酸塩，同乳酸塩を添加し，その風味試験を行なった結果半

数以上の者が異常を認める添加量はト Pメチノレアミシとしてそれぞれ0.2，0.7，および3.4mg

%であった。前記ビートトップ給与試験lζ於けるトリメチノレアミシ含量はこれらの添加量に較

べ遥かに少ない事，またトリメチノレアミシはその乳酸塩とする事によりその異臭を消失させ得

る事が判った。

29. 細胞数過多異常乳に関する研究 第 1報

酪農検査所。大浦義教 斎藤寿郎 田中慎一郎

原料乳をブリード氏法によって塗抹，検鏡すると細胞数の多い異常乳が非常に多く発見さ

れる。我々はその量的な分布と原因及び、性状の欠陥等について調査を行ない，その一部の成績

が得られたので第 1報として報告する。
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支部会記事

昭和34年度収支決算報告(昭和 35年 3月31日現在)

収入の部 支出の部

1.前年度繰越金 67，730円 1.備 口口口 ?費 0円

2.昭和30年度会費 3名分 300円 2.事務用品 2，680円

3.昭和31年度会費 4名分 800円 3.通信郵料 4，435円
4. 印 周1 代 35，600円

4.昭和32年度会費 8名分 1，600円
5.佐々木会長花環代 3，000円

5.昭和33年度会費 22名分 4，600円 計 45，715円
6.昭和34年度会費 111名分 22，400円

収支決算額
7.昭和35年度会費 2名分 400円

収 入 114，598円
8.賛助会員費 (15口分) 15，000円 支 出 45，715円
9. プログラム売上代 (100円x5) 500円 残 68，883円

10. 利 子 (振替166円，銀行1，102円) 内 訳

銀行預金 43，588円
1，268円.

振替貯金 24，210 円 {~貯b切手金 185，，480100 円円
114，598円

現 金 1;085円
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